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１　青葉区編成予算　区分別総括表
（単位：千円） （単位：千円）

（１）自主企画事業費

（２）統合事務事業費

統合事務費

統合事業費

２　青葉区編成予算　内訳

（１）自主企画事業費

【区局連携促進事業】

1,683▲ 268

予算額

953,474

増減

962,723合　　　　　計

25,793

14,865790,284805,149

※　一般財源は市民局から配分された財源
※　特定財源は、広告料収入、公会堂・スポーツセンターの光熱水費振替分、自動販売機手数料等

18,270

29026,079

説　　　明

（単位：千円）

経済局

（単位：千円）

10,000郊外部における働く場の創出事業

事業名 予算額

8,500身近なスポーツの場整備事業

令和２年度　個性ある区づくり推進費 青葉区編成予算(案)　総括説明書

令和２年度

52,162

区　　　　　分

110,760

一般財源

105,412 436

令和元年度 特定財源

104,976

50,479

▲ 5,348

52,430

令和２年度財源

26,369

786,879

0

（３）施設管理費

26,369

26,061 ▲ 268 24,400

３　さまざまな人や活動がつながる、活力のある
まち

9,211

105,412

1,393

942,334 20,3899,249

防災や防犯等に関する取組を通じて、さまざまなリス
クに備え、安全で安心して暮らせるまちづくりを進め
ます。

関係局

地域防犯活動支援事業
（恩田町内の農道における電灯設置実証実験の拡大）

3,548 市民局

市民局

さまざまな分野で多彩な人材・団体・活動がつなが
り、地域の連携やネットワークが広がる、活力あるま
ちづくりを進めます。

青葉区の特色である自然環境と街並みの調和や、花・
緑の豊かさを生かしながら、少子高齢化や人口減少な
ど社会変動を踏まえた、持続可能なまちづくりを進め
ます。

予算額

４　魅力を高め、発信するまち

１　誰もがいきいきと、健やかに暮らせるまち

５　自然と調和した、多世代が住みやすいまち

あおば健康スタイルの推進、あおばこどもシステム及
び地域包括ケアシステム等の推進を通じて、誰もが自
分らしく健やかに暮らせるまちづくりを進めます。

20,486
文化・芸術、食など、青葉区のさまざまな特色をまち
の魅力として定着・向上させ、区の内外に発信しま
す。

２　安全で安心して暮らせるまち

合　　　　　計

15,950

29,948

29,817

区　　　分
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（２）統合事務事業費

（単位：千円）

令和２年度 令和元年度 増減

26,369 26,369 0

25,793 26,061 ▲ 268

52,162 52,430 ▲ 268

（３）施設管理費

（単位：千円）

令和２年度 令和元年度 増減

163,225 158,277 4,948

9,199 9,069 130

30,004 29,768 236

214,480 212,954 1,526

9,232 9,155 77

151,948 150,352 1,596

37,378 37,038 340

108,831 106,081 2,750

32,781 32,545 236

11,870 9,570 2,300

36,201 35,475 726

805,149 790,284 14,865

地区センター６か所、
新石川スポーツ会館

美しが丘公園こどもログハウス

コミュニティハウス

説明

区庁舎等

土木事務所

９か所（鴨志田、さつきが丘、山
内、桂台、すすき野、青葉台、みた
け台、荏田西、荏田）

ユートピア青葉老人福祉センター

青葉区民文化センター

青葉土木事務所

青葉公会堂公会堂

地区センター等

区　　　　　分

区民文化センター

ログハウス

区庁舎、駐車場、公用車、
あざみ野行政サービスコーナー

青葉スポーツセンター

青葉区総合庁舎、区民利用施設

子どもの遊び場（６か所）
町のはらっぱ（２か所）
地域スポーツ広場（黒須田）
青葉スポーツプラザ
青葉国際交流ラウンジ
青葉区区民交流センター

合　　　　　計

区スポーツセンター

区庁舎・区民利用施設
修繕費

その他（広場・遊び
場）

区役所等運営経費、児童手当事務
経費、生活保護事務経費ほか

合　　　　　計

区　　　　　分 説明

広報よこはま青葉区版発行事業
市民相談事業
スポーツ推進委員支援費
青少年指導員事業
クリーンタウン横浜事業
消費生活推進員活動事業
学校・家庭・地域連携事業
緊急時情報システム事業
健康づくり月間事業

統合事務費

統合事業費
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令和２年度 令和元年度 増　減 ページ

29,948 24,376 5,572 6

青葉区健康長寿のまちづくり支援事業【拡充】 5,162 5,047 115 6

子育て支援事業【一部新規】 8,351 6,485 1,866 8

乳幼児健康づくり事業 2,258 2,309 ▲ 51 10

児童虐待・ＤＶ対策事業【拡充】 2,558 638 1,920 11

保育園子育てスマイル事業 639 662 ▲ 23 11

障害児支援事業 441 411 30 12

青少年育成事業【一部新規】 1,007 384 623 13

地域包括ケアシステムの推進【一部新規】 2,030 2,007 23 13

障害者ふれあい事業【拡充】 1,050 930 120 15

快適で衛生的な暮らし支援事業 737 588 149 16

地域スポーツ振興事業【一部新規】 3,800 3,200 600 17

地域での読書活動推進事業 1,915 1,715 200 18

29,817 27,801 2,016 18

青葉区防災の街づくり事業【一部新規】 9,370 7,561 1,809 18

災害時要援護者地域支えあい事業 1,161 1,493 ▲ 332 20

地域防犯支援事業 2,167 2,136 31 21

区民サービス向上事業【一部新規】 12,811 12,569 242 22

交通安全対策事業【拡充】 4,308 4,042 266 23

15,950 13,368 2,582 23

地域における起業等支援事業【一部新規】 2,500 1,800 700 23

区民活動支援センター事業 3,509 3,829 ▲ 320 24

地域福祉保健推進事業【拡充】 4,245 1,864 2,381 25

青葉みらいおこし補助事業【拡充】 3,000 2,500 500 26

商店街活性化・中小企業振興事業【拡充】 945 845 100 26

自治会町内会支援事業 1,751 2,530 ▲ 779 27

20,486 23,632 ▲ 3,146 27

広報・広聴事業【一部新規】 3,510 3,827 ▲ 317 27

メディアによる広報事業 5,280 7,455 ▲ 2,175 28

芸術文化振興事業 4,867 5,370 ▲ 503 29

データ活用推進事業 954 954 0 30

青葉ブランド事業 1,250 1,250 0 30

青葉６大学連携事業 400 400 0 31

青葉区民まつり事業 4,225 4,376 ▲ 151 31

9,211 21,583 ▲ 12,372 31

街づくり推進事業【一部新規】 3,117 15,319 ▲ 12,202 31

青葉シェアリングエコノミー推進事業 250 250 0 32

花と緑があふれる街事業 1,169 1,149 20 32

あおば地産地消の推進 500 507 ▲ 7 33

青葉環境エコ事業 1,195 1,310 ▲ 115 33

清潔できれいな街事業【拡充】 1,768 1,696 72 34

３Ｒ推進事業 1,212 1,352 ▲ 140 34

105,412 110,760 ▲ 5,348

令和２年度 自主企画事業費(案)  体系別一覧

　合計37事業　単位：千円

１　誰もがいきいきと、健やかに暮らせるまち

10

11

1

2

3

4

5

6

7

8

9

4

1

1

2

12

２　安全で安心して暮らせるまち

5

1

2

3

３　さまざまな人や活動がつながる、活力のあるまち

５　自然と調和した、多世代が住みやすいまち

3

4

5

6

※【一部新規】：新規事業を含むもの　【拡充】：拡充事業を含むもの

7

合計

2

3

4

5

6

４　魅力を高め、発信するまち

1

7

2

3

4

5

6
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

１ 誰もがいきいきと、健やかに暮らせるまち           （予算）29,948 千円 

１ 青葉区健康長寿のまちづくり支援事業＜拡充＞ 福祉保健課 

 

区民の皆様が「あおばに住んで、健康、長生き！」を実感でき

るよう、青葉区の特徴を生かした、区民の皆様が身近なところで

気軽に実践できる健康づくりの取組「あおば健康スタイル」を展

開します。「運動」「食生活」「健康チェック」の３つの視点か

ら健康増進の取組を推進します。 

また、災害時における健康保健対策について、区民の皆様に普

及啓発を行います。 

 

(1) 健康フェスティバル（事業費：1,300） 

保健・衛生関係団体を中心とする諸団体の参加による啓発 

イベントを区民まつりの一環として開催します。 

・実施時期：11 月３日（火・祝） 

 

 

 (2) 健康づくり推進事業（事業費：534） 

   気軽に実践できる健康づくりの取組を紹介したパンフレッ

ト「あおば健康スタイルブック」を活用し、青葉区の特徴を

生かした健康づくりの取組を発信します。 

   ・発行部数：6,000 部 

    

 

(3) ウォーキング普及啓発事業（事業費：1,287） 

保健活動推進員と連携し、ウォーキングを推進します。 

 

ア 地域での活動の企画・運営支援 

 （ア）保健活動推進員向け研修 

    ・研修会：１回 

 （イ）各地区での活動の企画・運営支援 

    ・ウォーキング部会における知識・技術の共有 

 

イ 区民向け情報提供ウォーキングマップ「毎日歩こう！ 

ウォーキング青葉」の改訂・コース増設 

・既存コース（17 コース）：７月～12 月 

・増設コース（５コース予定）：10 月～３月 

 

 

(4) 食育推進普及啓発事業（事業費：332） 

健康づくりに役立つ講習会を、食生活等改善推進員と連携 

して実施します。 

・実施回数：年６回 

 

 

 

 
 

２年度 5,162 千円 

元年度 5,047 千円 

差 引 115 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

(5) 大学と進める健康増進推進事業（事業費：400） 

大学の教育・研究機能を生かしながら、ウォーキングや体

力測定を実施します。 

 

ア ウォーキングイベント：年２回 

イ 健康フェスティバルでの体力測定 

・実施時期：11 月３日（火・祝） 

 

 

(6) 青葉区国民健康保健特定健診受診率向上事業 

（事業費：101） 

   医療機関等と連携した横浜市国民健康保険加入者への受診

勧奨、地域団体と連携した啓発活動など、広く受診啓発を行

います。なお、がん検診受診率向上と合わせて実施します。 

 

ア 医療機関等と連携した受診啓発 

・啓発強化月間：８～９月 

 

イ 健康フェスティバルでの啓発 

・実施時期：11 月３日（火・祝） 

 

 

(7) オーラルフレイル予防普及啓発事業（事業費：519） 

   オーラルフレイル予防について普及啓発を図るため、区役

所・地域ケアプラザ等専門多職種への研修を実施するととも

に、地域団体と連携した講習会等を実施します。 

 

 

 

 

(8) 防災、知ろう！健康づくり事業（事業費：689） 

   災害時においても口腔ケアや食の組合せ等の健康づくりに

ついて考えられるよう、啓発活動を行います。 

 

  ア リーフレットの増刷 

    転入者配布用、講座用テキストとして活用します。 

 

  イ 啓発活動 

    非常時に備え、口腔ケア、栄養等に関する知識の啓発講 

座や外国人向けの啓発講座の開催等を行います。 

・実施回数：年６回程度 

・会場  ：地域ケアプラザ、地域防災拠点、 

国際交流ラウンジ等 

・対象  ：子育て中の保護者、高齢者、防災関係者、 

外国人等 

・実施内容：歯科医師による講話、実習（口腔ケア、 

災害時の食のレシピ紹介・試食）など 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

２ 子育て支援事業～あおばこどもシステムの推進～＜一部新規＞ こども家庭支援課 

 

子どもたちが健やかに成長できる青葉区であり続けるために、

地域における子育て支援の一層の充実を図ります。 

 

(1) あおばこどもシステムつながりミーティング 

（事業費：322） 

切れ目のない子育て支援による子育てしやすい地域づくり

（あおばこどもシステム）を推進するために、子育ての現

状・課題の共有や新たな取組について検討する場を設けま

す。 

また、令和元年度開催の「こどもつながりフォーラム」で

の話し合いを踏まえ、地域で安心して子育てができ、地域社

会全体のつながりや支えあい等について理解が深まるよう、

支援者（関係団体）や区民向けのリーフレットを作成しま

す。 

 

・実施回数：年４回 

・実施場所：区役所 

  ・リーフレット発行時期：９月 

 

 

(2) 子育て支援ネットワーク連絡会 

（乳幼児の子育て支援部会）（事業費：299） 

地域の特性を踏まえ、より身近な地域でのネットワークを

構築します。 

 

ア 地区別連絡会 

地区の特性を踏まえ、より身近な地域でのネットワークが

構築できるよう 10か所程度のエリアに分けて開催します。 

・実施場所：地域ケアプラザ 

 

イ ミニ拠点ひろば 

地域子育て支援拠点から遠いエリアで、子育ての情報提

供や相談、読み聞かせ等の活動を推進します。 

・実施回数：年９回 

・実施場所：子育て関連施設 

 

 

(3) こどもの育ち応援事業（事業費：1,737） 

幼児期の発育・発達に応じた支援を行います。 

また、地域団体と協働し、青葉区の子育ての魅力を発信し

ます。 

 

ア なしかちゃんくらぶ 

幼児期の保護者を対象に、体験型の学びの場を提供します。 

・実施回数：年 10 回 

・実施場所：区役所、地域ケアプラザ 

 
 

２年度 8,351 千円 

元年度 6,485 千円 

差 引 1,866 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

イ 親育ち講座＜新規＞ 

   幼児期の発達に応じた親の関わり方の具体的な方法を学

ぶ講座を開催します。 

・実施回数：年４回 

 

ウ Welcomeあおば子育てツアー 

（私らしい子育て発見ツアー） 

転入者等を対象に青葉区内のまち歩きをしながら、子育

て資源や地域の魅力の紹介等のツアーを行います。 

また、保護者や子育て支援者が、子育て世代の視点で、地

域の支援者とまち歩きを計画する講座を開催します。 

・ツアー実施回数：年６回 

・支援者向け講座：年３回 

 

エ 子育てサポートブック 

昨年度発行した、地域の資源や行政サービスをイメージ

してもらえる子育て支援の冊子を増刷します。 

・発行部数：12,000 部 

・発行時期：５月 

 

 

(4) 地域育児教室（事業費：956） 

区内 18 会場で専門職による講話・指導を行い、地域での

仲間づくりの機会の提供と初めての子育てに戸惑う保護者の

支援を行います。 

・実施回数：月１回（８月、１月を除く）×18 会場 

・実施場所：地区センター、地域ケアプラザ、自治会館 

等、区内 18 会場 

・対象：青葉区在住の第１子の０歳児とその保護者及び妊婦 

 

 

(5) 地域子育て情報提供（事業費：3,073） 

子育て情報提供員を拡充し、区内の子育て情報を区民の皆

様に提供します。また、区内の子育て情報を提供するため、

マップを改訂・印刷します。 

   ・子育て情報提供員：週５日 

・ワクワク MAP 

発行部数：10,000 部 

発行時期：３月 

 

 

(6) 赤ちゃん休憩室（事業費：404） 

地域のボランティアと協働で、市営地下鉄あざみ野駅構内

のスペースに母子が休憩等で利用できる場を提供します。 

・開所時間：月曜～金曜（祝日含む・年末年始除く） 

10 時～16 時 

・実施場所：市営地下鉄あざみ野駅改札口前スペース 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

(7) 乳幼児健診ふれあい見守り保育（事業費：413） 

乳幼児健診時の待合場所における見守り保育を行います。 

・実施回数：毎月８回（年 96 回） 

・実施場所：区役所 

 

 

(8) パパの子育て教室（両親教室）（事業費：1,147） 

出産前から父親が育児協力の重要性を理解し、産後の母親

への支援につながるよう両親教室を実施します。 

・実施回数：合計 21 回 

平 日 年６回 

土曜日 年９回 

日曜日 年６回 

・実施場所： 

平 日 区役所 

土曜日 地域子育て支援拠点ラフール 

日曜日 ビオラ市ケ尾地域ケアプラザ 

 

 

３ 乳幼児健康づくり事業 福祉保健課 

 

乳幼児期からの健康づくりを支援するため、う蝕予防の知識及

び乳幼児期の食育について支援を図ります。 

 

(1) １歳児の歯の教室（事業費：823） 

１歳前後の歯の萌え始めの時期の子を持つ保護者に対し、

むし歯予防に対する知識や、歯みがき技術の習得を目的に

「ニコニコぴかぴか１歳児の歯の教室」を行います。 

・実施回数及び実施場所：福祉保健センター：年 10 回 

地域ケアプラザ等：年２回 

 

 

(2) 乳幼児の食育支援事業（事業費：1,435） 

乳幼児のころからの「食」を通した健康づくりの普及を図

ります。 

・実施回数：年 95 回 

・実施場所：福祉保健センター 

・対象  ：離乳食期からの乳幼児と保護者 

（離乳食期、１歳６か月健診時、３歳健診時） 

・実施内容：栄養講話等、試食（離乳食期のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２年度 2,258 千円 

元年度 2,309 千円 

差 引 ▲51 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

４ 児童虐待・ＤＶ対策事業～あおばこどもシステムの推進～＜拡充＞ こども家庭支援課 

 

 児童虐待やＤＶなど不適切養育を防止するため、児童虐待防止

対策や女性福祉相談の支援を強化します。 

 

(1) 児童虐待防止対策事業（事業費：2,060） 

   児童虐待の未然防止に向けた相談が気軽に利用できるよ

う、見守り保育付きの相談を拡充します。 

   また、急増する児童通告や養育不安、相談へ迅速・適切に

対応できるよう、一時預かり事業所連絡会及び支援強化検討

会議を引き続き開催します。 

   ・実施回数：見守り保育付き相談   週３回 

    一時預かり事業所連絡会 年１回 

支援強化検討会     年２回 

 

 

(2) ＤＶ専門相談事業（事業費：370） 

ＤＶや離婚に詳しい弁護士による法律相談を実施し、ＤＶ

被害者が抱える離婚や親権等の法律的問題について、専門的

知見からの支援を行います。 

・実施回数：月２回（年 24 回） 

・実施場所：区役所 

 

 

(3) 子ども・家庭支援相談（事業費：128） 

子育てにおける育児・環境や、性格・行動などの様々な悩

みについて、幅広い相談に対応します。 

   ・相談者向け案内リーフレット作成 

    子ども・家庭支援相談の案内のためリーフレットを作成

し、保育園、学校等の関係機関を通じて広く配布します。 

    作成部数：12,000 部 

    発行時期：３月 

 

 
 

２年度 2,558 千円 

元年度 638 千円 

差 引 1,920 千円 

５ 保育園子育てスマイル事業～あおばこどもシステムの推進～ こども家庭支援課 

 

 市立保育園が、妊婦や在宅で子育てをしている乳幼児の保護者 

を対象に、保育園や身近な公園などを会場として、様々な育児支 

援を実施します。 

 

(1) 子育て応援保育園（事業費：517） 

市立保育園が地域の身近な子育ての相談相手として、保育 

のノウハウや育児支援に関する情報を提供します。 

ア ひだまり広場 

子育て中の方等が交流できる場を提供し、保育士や地域 

のボランティアがサポートをします。 

・実施回数：年 48 回 

・実施場所：市立保育園５園 

 
 

２年度 639 千円 

元年度 662 千円 

差 引 ▲23 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

イ 情報提供 

・育児支援だより：年４回発行 

・メール配信に関する案内チラシ：5,500 枚 

 

ウ スタンプラリー 

地域の親子に市立保育園の育児支援メニューをスタンプ 

ラリー形式で楽しんでもらい、利用の拡大を図ります。 

 

 

(2) ふれあい給食（事業費：107） 

地域の乳幼児が園児と一緒に保育園の給食を体験すること 

により、食を通じた乳幼児の健全育成を図ります。 

・提供食数：年 160 食 

・実施場所：市立保育園５園 

 

 

(3) 青空おでかけパーク（事業費：15） 

市立保育園が近隣の身近な公園を会場として、保育園の保 

育や遊び等を紹介します。 

・実施回数：年 12 回 

・実施場所：美しが丘第六公園、嶮山公園、鴨志田公園 

 

 

６ 障害児支援事業～あおばこどもシステムの推進～ こども家庭支援課 

 

 障害児やその保護者が、支援者、学校、関係機関とつながり、

適切な支援を受けられるよう、「サポートファイル かけはし

（平成 30 年３月発行）」や、「地域資源マップ（令和２年３月

発行予定）」等を活用しながら取組を進めます。 

 

(1) 講演会などの啓発活動（事業費：141） 

「サポートファイル かけはし」を活用し、保護者と支援

者、学校や関係機関との連携を深め、発達障害に関する講演

会等による啓発を行います。 

・実施回数：年４回 

・実施場所：区役所等 

 

 

(2) サポートファイルかけはし（事業費：200） 

関係機関や利用者の意見を踏まえ、改訂します。 

 

 

(3) 地域資源マップ「きらきらマップ」（事業費：100） 

障害児とその保護者が、より地域とつながるきっかけが得

られるよう、放課後等デイサービス等の地域資源を掲載した

マップを配布します。 

 

 
 

２年度 441 千円 

元年度 411 千円 

差 引 30 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

７ 青少年育成事業～あおばこどもシステムの推進～＜一部新規＞ こども家庭支援課 

 

青少年育成の充実を図るため、地域のソーシャルパワーを結集 

し、それぞれの活動を深めます。 

 

(1) 異世代交流による青少年育成＜新規＞（事業費：1,000） 

新たに設置が予定されている地域活動拠点とも連携し、青

少年の居場所づくりや社会参画を促す体験活動を実施し、異

世代との交流を推進します。 

 

 

(2) 青少年支援部会の運営（事業費：7） 

関係機関・団体等の代表からなる「青少年支援部会」を開

催し、各団体間の連携促進による一層の青少年支援を図りま

す。 

・実施回数：年４回 

・実施場所：区役所 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２年度 1,007 千円 

元年度 384 千円 

差 引 623 千円 

８ 地域包括ケアシステムの推進＜一部新規＞ 高齢・障害支援課 

 

超高齢社会においても、高齢者が住み慣れた地域で暮らし続け

ることができるよう、必要なサービスを切れ目なく提供するため

の「地域包括ケアシステム」の取組を推進します。 

 

(1) 健康づくり・介護予防事業（事業費：363） 

ア 介護予防推進事業 

エンディングノート書き方講座の開催 

ライフプランや人生の最終段階における医療・介護を検

討する契機となるようエンディングノートの啓発を行いま

す。 

・実施回数：７回 

・実施場所：区内地域ケアプラザ、区社協 

 

 イ 健康づくり・介護予防連絡会の開催 

健康寿命延伸等を目指して、地域ケアプラザ、三師会、

行政委嘱委員、ボランティア、民間事業者等で構成される

健康づくり・介護予防等連絡会を開催し、効果的な健康増

進事業や介護予防事業の検討を進めます。 

    ・健康づくり・介護予防連絡会の開催：年３回 

                 

   

 

 
 

２年度 2,030 千円 

元年度 2,007 千円 

差 引 23 千円 

13



令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

ウ 高齢者のいる世帯への包括的支援連絡会の開催＜新規＞ 

    いわゆる８０５０問題を含め、多世代にわたって支援を

必要とする世帯の支援を検討するため、関係各課及び関係

機関との連絡会を開催します。 

   ・（仮）包括的支援連絡会の開催：年２回 

                 

 

(2) 医療・介護連携事業（事業費：441） 

   医療・介護連携の促進 

   医療・介護連携「顔の見える場つくり会議」を開催し、連

携強化に向けた検討・情報共有を行います。 

   ・「顔の見える場つくり会議」の開催：年６回 

   ・検討項目 

    人生の最終段階で希望する医療に関する取組 

多職種連携による支援のための個人情報保護に関する 

取組 等 

 

 

(3) 認知症施策推進事業（事業費：626） 

ア 認知症医療機関連絡会の開催 

    認知症患者への対応等を推進するため、区医師会と近隣

市区を含めた認知症関連医療機関が集い、施策検討を行い

ます。 

    ・認知症医療機関連絡会の開催：年２回 

             

イ 青葉区高齢者安心ネットワーク 

    認知症等による高齢者の徘徊の早期発見・支援のため

に、発見協力機関の拡充に取り組みます。 

    ・リーフレット作成：5,000 部 

     ・新規協力機関の発掘 

・認知症サポーター養成講座の実施：年 50 回 

・青葉区高齢者安心ネットワーク連絡会の開催：年１回 

 

 ウ 認知症初期集中支援チームの支援 

    青葉区認知症初期集中支援チームの活動支援を行いま

す。 

    ・認知症初期集中支援チーム会議の開催：年 12 回 

 

 

(4) シニアの社会参加推進事業（事業費：240） 

シニアの生きがいづくりやかがやきクラブ青葉の活性化を

支援します。 

 

 ア 高齢者生きがいづくり支援事業 

「かがやきクラブ青葉」（青葉区老人クラブ連合会）の

活動支援を通じて、高齢者の生きがいづくりや仲間づくり

を推進します。 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

(ア) シニア社交ダンスの集い 

・実施時期：10 月 

・実施場所：青葉スポーツセンター 

(イ) シニアいきいき芸能大会 

・実施時期：11 月 

・実施場所：青葉公会堂 

 

イ 敬老祝品贈呈事業 

区内最高齢者に区から祝状を贈呈します。 

・実施時期：敬老月間（９月） 

 

 

(5) 高齢者支援事業（事業費：360） 

福祉保健サービスガイド作成 

介護保険外サービスや区独自事業等を一冊にしたガイドを

作成し、制度等の理解を促進し、適切なサービス利用に繋げ

ます。 

・発行部数：4,500 部 

・発行時期：８月 

※介護者のつどいについては、局予算にて実施 

 

 

９ 障害者ふれあい事業＜拡充＞ 高齢・障害支援課 

 

地域の支え合いによる障害者支援の充実及び障害者の社会参加

を支援します。 

 

(1) ふれあい農園（事業費：140） 

障害者と区民ボランティアが農を通じて交流を図ります。 

・実施時期：通年（毎週木曜日） 

・実施場所：農園所在地 下谷本 

・交流行事：収穫祭（年１回） 

 

 

(2) 障害者交流レクリエーション大会（事業費：280） 

障害者、区民の皆様の交流機会をつくり、障害理解、共生

について啓発を行います。 

・実施時期：12月 

・実施場所：青葉スポーツセンター 

 

 

(3) 精神保健福祉普及啓発事業（事業費：260） 

精神保健福祉に関する専門的な知識を有する生活支援セン

ターに委託し、精神保健福祉に関する普及啓発を行います。 

 

 

 

 
 

２年度 1,050 千円 

元年度 930 千円 

差 引 120 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

ア 普及啓発講演会 

 精神疾患に関する区民の皆様の理解促進を図ります。 

・実施時期：年１回 

 

イ 地域交流促進事業 

生活支援センターが地域ケアプラザと協同でサロンを開

催し、精神疾患のある方の身近な相談場所・居場所の確

保、精神科未受診の方や家族への支援などを行います。 

・実施時期：通年（各会場概ね 年４～12回） 

・実施場所：地域ケアプラザ12か所 

 

 

(4）自主製品販売促進事業（事業費：220）          

障害者施設が作る自主製品販売の機会を拡大するため、専

門家のアドバイスを受ける販売促進を拡充し、その取組を発

表します。 

（AOBAlution ファンミーティング） 

・実施回数：年１回 

   ・内容：障害者施設で作る自主製品の販売、取組発表 

 

 

(5) 重度心身障害児者に関する普及啓発事業（事業費:150） 

重度障害のある障害児者の生活について普及啓発を図るた

め、講演会を行います。 

   ・実施回数：年１回 

   ・内容：重症心身障害児者と地域の暮らしについて 

 

 

 

 

10 快適で衛生的な暮らし支援事業 生活衛生課 

 

日常生活で最も身近なものである、食品、医薬品、居住環境、

ペットなどについて、事業者への監視指導や検査を徹底するとと

もに、区民等の皆様へタイムリーな情報提供や啓発に取り組み、

快適な生活を支援します。 

 

(1) 食品衛生関係普及啓発事業 (事業費：418) 

飲食店や家庭、地域行事等における食中毒などの食品事故

発生防止のため、自主衛生管理を推進します。 

また、社会福祉施設、食事サービス実施団体等に対し、衛

生管理支援を行います。 

 

ア 食品衛生講習会 

  （ア）実施時期：７月及び 11 月（４～５回） 

     対象者 ：食品衛生責任者 

 

 
 

２年度 737 千円 

元年度 588 千円 

差 引 149 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

  （イ）実施時期：随時 

     対象者 ：食事提供ボランティア 

 

イ 営業者、区民等への食中毒予防啓発、自主衛生管理推進 

   ・実施時期：随時 

   ・パネル展、チラシの配布、広報よこはま青葉区版掲載等 

 

ウ 高齢者施設、保育所、高齢者食事サービス実施団体、こ

ども食堂等への簡易キットを利用した衛生管理支援 

   ・実施時期：随時 

 

 

(2) 動物の適正飼育推進事業 (事業費：319) 

犬猫の飼育にかかるトラブルの減少と健康的な終生飼育が

行われるよう、適正飼育に関する啓発、相談を実施します。 

 

ア 犬猫の適正飼育に関する相談対応（通年） 

・配布用啓発チラシの作成 

 

イ 動物の適正飼育に関する講演 

 ・実施時期：３月 

 

ウ 広報よこはま青葉区版によるマナー啓発 

 

 

11 地域スポーツ振興事業＜一部新規＞ 地域振興課 

 

 地域におけるスポーツ振興を担う体育協会の活動を支援しま

す。また、区民の皆様の協力を得て行う参加型スポーツイベント

や東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の機運醸成

を図る取組を行うなど、地域スポーツの振興につとめます。 

 

(1) 区体育協会支援事業（事業費：500） 

区民の皆様が参加できる各種スポーツ大会・イベント教室

の開催や、生涯スポーツの振興に向けた活動を支援します。 

 

 

(2) スポーツ振興イベント（事業費：2,800） 

区民参加型の地域イベントとして、地域住民・各団体との

協働により、区民マラソン大会を開催します。 

 

 

(3) 東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会機運醸成 

＜新規＞（事業費：500） 

コミュニティライブサイトを開催するなど、大会開催の機

運醸成を図ります。 

 

 
 

２年度 3,800 千円 

元年度 3,200 千円 

差 引 600 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

12 地域での読書活動推進事業 こども家庭支援課、地域振興課 

 

青葉区民読書活動推進目標の実現に向け、図書館、地区センタ

ー等と連携しながら、本に親しむ環境作りに加え、区内の施設や

読書活動ボランティア同士の連携を図ります。 

 

(1) 広報啓発（事業費：148） 

広報よこはま青葉区版、ホームページ、チラシによるイベ

ント情報や図書貸出施設周知、及び啓発グッズによる活動の 

ＰＲを行います。 

 

 

(2) ネットワークづくり等（事業費：161） 

区内の施設や活動団体のつながりを深める会議などを開催

します。また、区内14施設に対し、蔵書の充実を図ります。 

 

 

(3) 講座の開催（事業費：106） 

施設やボランティア団体と連携し、読書活動推進に関係す

る講座を開催します。 

・実施回数：年１回 

 

 

 (4) 図書返却ポストの修繕（事業費：1,500） 

区内の３駅（たまプラーザ・市が尾・青葉台）に設置して

いる図書返却ポストの修繕を引き続き行います。 

 

 

 
 

２年度 1,915 千円 

元年度 1,715 千円 

差 引 200 千円 

２ 安全で安心して暮らせるまち               （予算）29,817 千円 

１ 青葉区防災の街づくり事業＜一部新規＞ 総務課、福祉保健課、生活衛生課 

 

区防災計画に基づき、「災害に強い地域づくり」、「医療救護

等の対策」、「避難者対策」、「災害時ペット対策」に重点をお

き、地域防災力の向上を目指します。あわせて、「減災」及び

「自助・共助」の考え方を区民の皆様に周知します。 

 令和２年度は、大規模災害に備え、区民向けの啓発及び避難所

運営機能を強化します。 

 

(1) 体感型防災啓発事業＜新規＞（事業費：1,000） 

災害が大規模化する中、地震発生後の仮想の災害現場を体

験し、避難行動や知識を学べる体感型の防災イベントなどを

通じて、自助・共助の啓発を強化します。 

 

 

 

 

 
 

２年度 9,370 千円 

元年度 7,561 千円 

差 引 1,809 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

(2) 「青葉区民防災必携」の更新（事業費：3,000） 

令和元年度に開始した大雨の５段階警戒レベル等、風水害

の情報を新たに記載した内容へ更新します。 

 

 

(3) 地域向け防災講座（事業費：380） 

洪水浸水想定区域内等の自治会・町内会・地域住民の方を

対象とした防災講座を実施します。そこから、居住地域の情

報や災害に備えるための行動等を学んでいただき、自助意識

の向上を図ります。 

 

 

(4) 避難所運営機能強化（事業費：2,220） 

   避難者の案内誘導に必要な物品や、大規模災害時の避難所

対応物品を整備し、避難所運営機能の強化を図ります。 

 

ア 案内誘導物品の整備 

大規模災害時、避難所の案内誘導を充実させるため、開

設を知らせる横断幕や、夜間においても活用できる発光式

掲示板を整備します。 

  

イ 風水害避難対応物品の整備 

    風水害時、避難所を運営するために必要な物品を整備し

ます。 

 

 

(5) 危機管理対策（事業費：2,267） 

区災害対策本部運用訓練を実施し、災害時の危機管理対策

能力の向上を目指します。また、地域防災拠点の資機材保守

や防災協定機関合同訓練を実施します。 

  

ア 新採用職員、青葉区転入職員に対する研修 

実施時期：４～８月 

イ 生活資機材講習 

実施時期：８月 

ウ 緊急地震速報対応訓練 

実施時期：９月 

エ 防災協定機関合同訓練 

実施時期：10 月 

オ 区災害対策本部運用訓練 

実施時期：１月 

カ 震災時初動対応訓練 

実施時期：１月 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

(6) 定点診療拠点整備事業（事業費：396） 

震度６弱以上の地震が観測された場合、12 か所の「定点診

療拠点」を開設し、身近な場所で軽症者の応急医療を受けら

れるよう物品を整備します。また、青葉区の災害医療体制を

充実するための研修会を開催するほか、関係者を集め開設・

運営について検討する準備会を開催するなど、定点診療拠点

の体制整備・充実のための検討を進めます。 

 

ア 防災物品整備 

イ 災害医療連絡会：年１回 

ウ 災害医療研修会：年１回 

 

 

(7) 災害時のペット対策（事業費：107） 

ア 飼い主向け 

災害発生時に向けて日頃の備えに関する啓発を健康フ

ェスティバルや窓口、ホームページにより実施します。 

 

イ 地域防災拠点等への取組支援・啓発 

地域防災拠点へのペット同行避難受入のルールづくり

を推進するため防災訓練等において、ペット受入のルー

ル化支援や説明、拠点訓練参加者への啓発を行います。 

・取組支援・啓発：14 か所以上 

 

 

２ 災害時要援護者地域支えあい事業 総務課、福祉保健課、高齢・障害支援課 

 

災害時に一人では避難が困難な高齢者や障害のある方などの安

否確認や避難誘導が、近隣の助け合いにより行えるよう、あらか

じめ要援護者の情報を登録し、地域がその情報を共有するための

仕組みである「あおば災害ネット」を推進します。また、災害時

要援護者の受入訓練を支援します。 

 

(1) 支えあいカードの登録促進（事業費：1,031） 

「支えあいカード」未登録の要援護者に対して、様々な方

法で周知を図り、登録を促進します。また、登録された方全

員に「支えあいカード」を保管するための「あんしん情報ボ

トル」を配付します。 

 

ア ダイレクトメール 

・発送時期：１月 

・対象者数：約 2,000 人 

・対象：災害時要援護者名簿のうち令和２年度新規掲載者 

 

イ チラシ印刷（増刷） 

・印刷部数：20,000 部 

・発行時期：１月 

 
 

２年度 1,161 千円 

元年度 1,493 千円 

差 引 ▲332 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

   

ウ あんしん情報ボトルの購入 

    ・購入数：1,000 個 

 

 

(2) 個人情報活用研修（事業費：30） 

あおば災害ネットの担い手が適切に個人情報を活用し、取

組を円滑に進めるための研修を実施します。 

・実施回数：年１回 

・対象者 ：自治会・町内会役員、民生委員児童委員、 

地域防災拠点運営委員 

 

 

(3) 災害時要援護者訓練支援（事業費：100） 

福祉避難所において、災害時要援護者の受入訓練を実施し

ます。また、地域防災拠点での災害時要援護者の受入訓練を

支援します。 

 

ア 福祉避難所訓練 

・実施回数：年１回 

 

イ 地域防災拠点災害時要援護者受入訓練 

・実施時期：９～２月 

 

 

３ 地域防犯支援事業 地域振興課 

 

自治会・町内会や学校、商店街等が連携して行う自主的な防犯 

活動が継続して行われるよう支援します。 

また、犯罪発生状況に応じた啓発により防犯対策を強化し、地 

域、関係機関と一体となった「安全・安心な街づくり」を推進し 

ます。 

 

(1) 自主的防犯活動団体への支援（事業費：746） 

自治会・町内会や学校、商店街等が連携して行っている自

主的防犯活動に対し、防犯パトロール等に必要な物品（のぼ

り旗・腕章・ベスト等）の支援を行います。 

 

 

(2) 区民の防犯意識向上のための啓発事業（事業費：1,421） 

多発する特殊詐欺や空き巣をはじめとした窃盗事案等、犯

罪発生状況に応じた注意喚起チラシやグッズの作成・配布、

啓発活動等を行います。 

 

 

 

 

 
 

２年度 2,167 千円 

元年度 2,136 千円 

差 引 31 千円 

21



令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

４ 区民サービス向上事業＜一部新規＞ 総務課、戸籍課、保険年金課 

 

窓口サービスのレベルを維持・向上するために、定期的かつ継

続的に研修を実施し、改善等を図ります。 

 

(1) ＣＳ・ＥＳ向上研修等（事業費：650） 

ア 全体研修 

窓口サービスの維持・向上を目的に、引き続き外部講師

によるＣＳ・ＥＳ向上研修を実施します。 

・実施時期：８～12 月 

※ＣＳ：顧客満足度、ＥＳ：職員満足度 

 

イ 各課での取組 

各課から選出したＣＳ・ＥＳリーダーを中心に、窓口職

場の実情に応じたサービス改善のために外部講師から直接

アドバイスを受ける機会を設け、サービスのレベルアップ

に取り組みます。 

・実施時期：６～３月 

 

 

 (2) 人権啓発講演会（事業費：128） 

区民の皆様や職員を対象とした人権啓発講演会等を実施し

ます。 

   ・実施時期：９月 

 

 

(3) おくやみハンドブック作成事業＜新規＞（事業費：300） 

身近な方が亡くなった際に必要な区役所内外の各種手続き

を、一覧でまとめた冊子を作成します。 

   ・発行部数：3,500 部 

   ・発行時期：４月 

   ・配布場所：青葉区役所（戸籍課窓口、区民ホール） 

 

 

(4) 戸籍課・保険年金課窓口の混雑対策（事業費：1,438） 

戸籍課、保険年金課窓口において転出入業務が集中し、来

庁者及び入電数が増加する時期に、電話応対の一部を専門ス

キルを有する業者に委託するなど、電話応対に要していた職

員を窓口応対に充てることにより、来庁者の待ち時間の短縮

につなげ、住民サービスの向上を図ります。 

   ・実施時期：４〜５月、３月 

 

 

 (5) 区庁舎等の環境整備（事業費：10,295） 

   快適で居心地の良い区役所を目指し、庁舎内の照明 LED 化

やトイレの利便性向上など、庁舎内の環境改善を図ります。 

 

 
 

２年度 12,811 千円 

元年度 12,569 千円 

差 引 242 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

５ 交通安全対策事業＜拡充＞ 地域振興課 

区内の交通事故を減少させ、交通マナーの向上を目指し、広報

活動や交通安全ポスターコンクール等を通じて、交通安全・マナ

ーの啓発を行います。 

(1) 青少年交通安全教育推進事業（事業費：517）

児童・生徒が交通事故に遭わないような気付き、きっかけ

作りにつながるチラシ等を作成し、区内小学校・中学校へ配

布することで、広く交通安全の啓発を行います。 

(2) スクールゾーン対策協議会（事業費：3,427）

児童の登下校時の安全を守るため、通学路の危険箇所の調

査点検等を行う小学校スクールゾーン対策協議会への活動助

成及び路面表示等の設置、補修等を行います。 

(3) 青葉区交通安全対策協議会（事業費：364）

交通安全知識の向上を図るため、区内交通安全関係団体で

構成される協議会総会及び幹事会を開催し、区交通安全功労

者の表彰を行います。また、区内小学生交通安全ポスターコ

ンクールを行い、交通安全意識の啓発を図ります。

２年度 4,308 千円 

元年度 4,042 千円 

差 引 266 千円 

３ さまざまな人や活動がつながる、活力のあるまち （予算）15,950 千円 

１ 地域における起業等支援事業＜一部新規＞ 高齢・障害支援課 

横浜市と東急（株）との「次世代郊外まちづくりの推進」に関

する協定に基づく取組と連携し、新たに力を発揮したい人や起業

等に向け準備中の人を対象に、段階や関心に応じた複数のセミナ

ーや相談事業等を展開し、地域における起業等を総合的に支援し

ます。 

(1) 連続起業セミナーの実施

実施回数：年１回

(2) テーマ型の講座（活動拠点廻り等）の実施

実施回数：年２～３回

(3) 起業相談室の開催

実施回数：月１回程度

２年度 2,500 千円 

元年度 1,800 千円 

差 引 700 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

 (4) 起業者の実践を支援するための検討＜新規＞ 

   起業者等の実践場所の獲得につながる支援の仕組みづくり 

について検討します。 

       

 

２ 区民活動支援センター事業 地域振興課 

 

区内の市民活動や生涯学習を総合的に支援するため、相談・コ

ーディネートや活動団体・講師等の情報提供のほか、市民活動・

生涯学習推進に関する事業を実施します。 

 

 

(1) 相談・コーディネート、情報収集・提供（事業費：1,685） 

ア 市民活動・生涯学習に関する相談を受け付け、区内で活

動する団体や生涯学習に関する講師等について、情報提供

及びコーディネートを行います。 

 

イ 活動に役立つ情報や地域の活動団体情報等をまとめた情

報紙「Info まち活」を発行します。 

 

 

(2) 市民活動・生涯学習支援（事業費：780） 

市民活動に関する交流会や活動団体・登録講師 PR パネル

展示、登録講師体験講座等を実施し、市民活動や生涯学習に

関心のある区民の皆様に活動を始めるきっかけをつくるとと

もに、活動の活性化を図ります。 

 

 

(3) 交流イベント等の開催（事業費：634） 

ア 市民活動・生涯学習に関わる様々な分野で活動している

人や団体を対象とした交流イベントを開催し、交流や情

報交換を促し、活動を広げる場とします。 

 

イ 活動を広く区民の皆様に PRする発表の場を提供します。 

 

 

(4) コーディネート機能強化（事業費：410） 

アドバイザーによる継続的な指導・助言により、コーディ

ネート機能強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２年度 3,509 千円 

元年度 3,829 千円 

差 引 ▲320 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

３ 地域福祉保健推進事業＜拡充＞ 福祉保健課 

 

 住み慣れた地域で誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指

し、地域と協働して課題解決に取り組み、身近な地域で支えあい

の仕組みづくりを進めることを目的に、第３期青葉区地域福祉保

健計画（平成 28 年度～令和２年度）を推進します。また、第４

期地域福祉保健計画（令和３年度～令和７年度）を策定します。 

 

(1) 地域福祉保健推進会議（事業費：126） 

区内福祉保健関係機関の代表者が集まり、地域福祉保健事

業の情報共有・意見交換及び地域福祉保健計画の推進状況の

報告を行います。       

・実施回数：年３回（７月、12 月、３月）    

  

 

(2) 地域福祉保健計画策定委員会（事業費：49） 

地域福祉保健推進会議の分科会として、地域活動団体代

表、学識者経験者などで構成する計画策定委員会を設置し、

第４期計画の検討・策定を行います。  

・実施回数：年３回（６月、12 月、２月）  

      

 

(3) 福祉保健活動事例発表会（事業費：220）  

第３期計画の啓発と第４期計画策定に向けた周知をすると

ともに、地域の福祉保健活動の活性化のため、発表会を開催

します。 

・実施時期：２月 

       

 

(4) 第３期計画推進・第４期計画策定（事業費：3,091） 

第３期計画の事業推進と第４期計画の策定に向けて、各地

区にアドバイザーを派遣するとともに、地区別推進会議の実

施等を通じて、素案を作成し、区民意見募集の実施を経て、

第４期計画を策定します。（２月） 

  また、引き続き若い世代に向けて地域福祉保健計画をＰＲ

します。 

 

ア 地区サポートチーム研修（年２回） 

イ アドバイザー派遣 

ウ 中学生版パンフレット作成 

エ 第４期計画策定冊子作成 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２年度 4,245 千円 

元年度 1,864 千円 

差 引  2,381 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

 

(5) あおば de スタートセミナー（事業費：558） 

地域デビューを支援するため、活動のはじめ方の基礎を学

ぶ連続セミナーを実施します。得意なことや経験を生かし、

多彩な人材が新たなことにチャレンジして、地域で活躍でき

るよう支援を行います。 

 

 

(6) 青葉ふれあい見守り事業（事業費：201） 

概ね 70 歳以上のひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯

等を、地区民生委員が中心となり保健活動推進員等と協力し

て、月に 1 回程度の訪問や見守り活動を実施します。 

・対象世帯数：約 1,500 世帯 

・全体研修会：年１回 

 

 

４ 青葉みらいおこし補助事業＜拡充＞ 区政推進課 

 

地域課題の解決を図り、青葉区の魅力を高めるため、区役所が

設定するテーマに沿った地域活動に対し支援します。 

令和２年度から区民にとって利用しやすい補助制度に見直しま

す。（事業費：3,000） 

   

・募集時期 ：令和２年２月～５月 

・補助金交付：７月 

 

 

 
 

２年度 3,000 千円 

元年度 2,500 千円 

差 引  500 千円 

５ 商店街活性化・中小企業振興事業＜拡充＞ 地域振興課 

 

商店街活性化について、各商店会と意見交換を実施しながら、

各種団体と連携しやすくなるよう情報提供し、商店街イベントを

一層支援するとともに、積極的な広報、PRを行います。また、中

小企業振興について、地域や企業と連携した、女性起業家支援イ

ベントを引き続き実施するとともに、区内中小企業の支援につな

がる情報提供、パネル展示などを行います。 

 

(1) 商店街活性化事業 

区全体の商店街活性化につながるよう、商店街連合会が実施

する事業に補助を行います。（事業費：445） 

 

 

(2) 中小企業振興事業 

女性の起業支援イベントや区内中小企業の PR につながる

パネル展示等の取組を実施します。（事業費：500） 

 

 

  
 

２年度 945 千円 

元年度 845 千円 

差 引 100 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

６ 自治会町内会支援事業 地域振興課 

 

地域の抱える課題を解決していくため、自治会・町内会を中心

とする地域団体と行政との連携を推進します。 

 

(1) 青葉区連合自治会長会定例会 

    自治会・町内会との連携強化のため、８月と12月を除き毎

月情報提供を行います。 

・実施時期：８月及び 12 月を除く毎月 

・実施場所：青葉区役所 

 

 

(2) 自治会町内会長感謝会 

日頃から地域社会の振興に多大な役割を果たし、市政・区

政に協力していただいている自治会・町内会長の労をねぎら

うため、自治会町内会長感謝会を開催します。 

・実施時期：令和３年３月 

・実施場所：青葉区役所 

 

 

 
 

２年度 1,751 千円 

元年度 2,530 千円 

差 引 ▲779 千円 

４ 魅力を高め、発信するまち                 （予算）20,486 千円 

１ 広報・広聴事業＜一部新規＞ 区政推進課、戸籍課 

 

区民の皆様に青葉区や横浜市の情報を提供するとともに、愛着

を持っていただけるような取組を、関係団体等と連携して実施し

ます。 

 

(1) ガイドマップ作成事業（事業費：1,584） 

青葉区の行政情報、地域情報及び施設情報をわかりやすく

掲載したガイドマップを区民の皆様に提供します。 

ア 発行時期：10 月 

イ 発行部数：16,000 部 

 

 

(2) 転入者向け情報提供事業（事業費:207） 

区に転入された方などに地域における生活情報や防災マッ

プなどを提供するため、障害者就労施設等にマップ等の封入

業務の委託を行います。 

 

 

(3) 区民会議（事業費：503） 

広聴手段の一つである区民会議活動を支援します。 

ア 区民会議ニュースの発行 

（ア）発行時期：９月、３月 

（イ）発行部数：10,500 部 

イ 区民会議公開講座の開催 等 

 
２年度 3,510 千円 

元年度 3,827 千円 

差 引 ▲317 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

(4) ポータルサイト情報提供事業（事業費：220） 

青葉区民ポータルサイトを運営し、市民団体等の活動を、

インターネットを通じて発信、共有します。  

ア 講習会（各団体ホームページ作成方法）の実施：年 12 回 

イ PR ポスターの製作 

 

 

(5) マスコットキャラクター管理運用事業（事業費：236） 

青葉区マスコットキャラクター「なしかちゃん」の活用に

より、区の PR を行います。 

ア 着ぐるみの貸出 

イ イラストの提供 

ウ イベント等でのグッズ配布 

 

 

(6) メディアリポーター事業（事業費：60） 

メディアリポーターが区民目線で地域活動等を取材し、情

報発信・映像記録を行います。 

ア 制作本数：年１本 

イ 制作内容：地域活動・行政情報等 

 

 

(7) 青葉区魅力スポット冊子の作成事業＜新規＞ 

（事業費：700） 

これまでのフォトジェニック青葉フォトコンテストの出展

作品を活用して区内の魅力スポット冊子を作成し、様々な区

の魅力を区内外に発信します。 

   ア 発行時期：２月 

   イ 発行部数：3,000 部 

 

 

２ メディアによる広報事業 区政推進課、総務課 

 

青葉区を放送エリアとする、コミュニティＦＭラジオ（ＦＭサ

ルース 84.1ＭＨｚ）及びケーブルテレビ（iTSCOM）等を活用し、

行政情報・地域情報や防災情報の提供を行います。 

 

(1) コミュニティＦＭラジオ（事業費：2,277） 

ア 広報番組 

（ア）番組名  「あおバリューRadio」（20 分番組） 

（イ）放送回数 月～金曜日 各２回  

           土・日曜日 各１回 

（ウ）番組内容 行政情報、イベント情報等 

 

 

 

 

  
 

２年度 5,280 千円 

元年度 7,455 千円 

差 引 ▲2,175 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

イ 防災番組 

（ア）番組名  「防災あおば」（５分番組） 

（イ）放送回数 月～金曜日 各１回  

（ウ）番組内容 避難場所、日頃の備え等の情報 

 

 

(2) 多言語放送（事業費：120） 

ア 番組名  「あおバリューRadio～多言語版～」 

（５分番組） 

イ 放送回数 月～金曜日 各１回  

ウ 放送言語 英語、中国語、ハングル、スペイン語、 

やさしい日本語 

エ 番組内容 行政情報、イベント情報等 

 

 

(3) ケーブルテレビ（事業費：2,652） 

ア 番組名  「あおバリューＴＶ from 丘の横浜」 

（10 分番組） 

イ 放映回数 iTSCOM 週２回 

J:COM   週２回 

ウ 放映本数 年６本 

 

 

(4) スマートフォンアプリを活用した情報発信(事業費：231) 

ＦＭサルースと連携して導入した青葉区総合アプリを活用

し、幅広い情報発信を行います。 

   ・発信情報 防災、子育て関連、感染症、区イベント情報など 

 

 

３ 芸術文化振興事業 地域振興課、区政推進課 

 

区内の芸術活動の発表・鑑賞の場を提供することで、芸術・文

化を通じた交流を図り、青葉区への愛着を高めます。また、青葉

区の財産であるアート資産などの魅力を区内外に発信していきま

す。 

 

(1) 青葉区民芸術祭事業（事業費：2,680） 

年間を通じ、公募による作品展（絵画・書道・華道・文

芸・写真・美術工芸・茶道）と区内で活動する団体によるス

テージ発表（コーラスのつどい、音楽祭、芸能祭）を開催し

ます。 

 

 

(2) 区民ホールコンサート事業（事業費：249） 

第３水曜日のお昼に、区役所１階区民ホールにおいて、区

内在住の音楽家によるミニコンサートを実施します。 

 

 
 

２年度 4,867 千円 

元年度 5,370 千円 

差 引 ▲503 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

(3) シニアコンサート事業（事業費：400） 

65 歳以上の音楽愛好家が出演者となり、コンサートを開

催します。 

 

 

(4) あおば美術公募展事業（事業費：950） 

   区民の皆様のさらなる創造意欲の向上や交流をめざし、市 

  民協働による青葉区らしい美術公募展を開催します。 

 

 

(5) 郷土の歴史を未来に生かす事業（事業費：100） 

地域の歴史文化に区民の皆様が触れる機会を提供し、未来に

引き継ぐため、歴史に関する講座や講演会等を実施します。 

 

 

 (6) AOBAデジタル・アートミュージアム（事業費：488） 

HPの運営及びアート作品・文化財を巡るツアーを実施し、

青葉区のブランド力を高めていきます。 

 

４ データ活用推進事業 総務課、区政推進課 

 

青葉区勢の現状・推移を統計データで明らかにした、青葉区統

計要覧「なるほどあおば2020」を発行します。また、公的データ

の利活用やオープンデータ化を推進することで、区民の利便性向

上及び業務の効率化を図ります。 

 

(1) 「なるほどあおば2020」の発行（事業費：494） 

・掲載内容：データで見る青葉区（統計資料）  

・発行部数：2,000部 

・発行時期：12月 

 

(2) オープンデータ化推進（事業費：460） 

統計要覧のデータをはじめ各種の公的なデータをオープン

データとして提供するとともに、データ活用に効果的なGIS

（地理情報システム）を取り扱うことのできる人材の育成を

図ります。 

・職員向けGIS講習の開催など 

 

 
 

２年度 954 千円 

元年度 954 千円 

差 引 0 千円 

５ 青葉ブランド事業 地域振興課 

 

青葉区が「住みつづけたい・住みたいまち」であり続けるため

に、区内の美味しいレストラン、和洋菓子、パンなどの店舗を区

内外に青葉区の魅力として発信します。 

引き続き、青葉ブランドの認知度向上につながる広報活動、認

定店舗同士の連携やイベント開催の支援を行います。 

 

 
 

２年度 1,250 千円 

元年度 1,250 千円 

差 引 0 千円 

30



令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

６ 青葉６大学連携事業 区政推進課 

 

青葉区にある６つの大学と連携し、知的、人的資源を相互に活

用することにより、まちの魅力を高めていきます。 (事業費：

400) 

 

(1) 青葉６大学連携 学長会議 

・実施時期：６月 

・実施回数：年１回程度 

 

(2) 担当者会議 

・実施回数：年４回程度 

 

(3) ６大学連携講座 

ア 特別連携講座：テーマを定めて区役所で実施 

イ 一般連携講座：各大学で実施 

   ※各大学１回以上実施（特別連携講座も含む） 

 

 

 
 

２年度 400 千円 

元年度 400 千円 

差 引 0 千円 

７ 青葉区民まつり事業 地域振興課 

 

ふるさと意識の醸成と地域活動の促進を目的に、地域や団体間

での連携と情報共有が図られる区民参加型のまつりを開催しま

す。（事業費：4,225） 

 

(1) 区民まつりの実施 

ア 開 催 日：11 月３日（火･祝） 

 イ 実施内容：テーマに沿った展示や地元団体等による 

        模擬店、小中学生による演奏・演技、 

キャラクターショー等 

 ウ 参加団体：区内の学校、自治会・町内会、商店会、 

         ボランティア団体、民間企業等 

 

 

 
 

２年度 4,225 千円 

元年度 4,376 千円 

差 引 ▲151 千円 

５ 自然と調和した、多世代が住みやすいまち           （予算）9,211 千円 

１ 街づくり推進事業＜一部新規＞ 区政推進課 

 

地域や関連機関の声を取り入れ、効果的に街の課題解決を図

り、将来性のある街づくりを行います。 

 

(1) あおば街づくり連絡協議会（事業費：110） 

区に関係する主要な事業者、団体、学校、メディア、各種

公共交通機関等の代表者が集まり、区内の街づくりに関する

情報や意見を交換します。 

   ・実施回数：年１回 

 
 

２年度 3,117 千円 

元年度 15,319 千円 

差 引 ▲12,202 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

(2) 青葉区まちのルールづくり連絡会（事業費：7） 

区内の良好な住環境の維持・保全など地域主導のまちのル

ールづくりへの支援を進めるため、まちのルールづくり連絡

会を開催します。 

 

・実施時期：２月 

 

 

(3)特色を生かした区づくりの推進＜新規＞ 

（事業費：3,000） 

区民意識調査の結果等を踏まえ、GIS（地理情報システ

ム）を活用したさらなる分析や各種事業を実施するための調

査等を行います。コミュニティ・リビングについては、引き

続き、すすき野地区をモデルにして取組を進めます。 

 

・実施時期：通年 

 

 

２ 青葉シェアリングエコノミー推進事業 区政推進課 

 

限りある地域資源を有効活用しながら、地域課題を解決するた

め、民間事業者が運営するレンタルスペースのマッチングサイト

に開設した「青葉区特集ページ」の広報 PR やセミナーの開催な

ど、シェアリングエコノミーを推進します。（事業費：250） 

 

 

 
 

２年度 250 千円 

元年度 250 千円 

差 引 0 千円 

３ 花と緑があふれる街事業 地域振興課 

 

花と緑があふれ潤いのある街づくりを進めるため、緑化ボラン 

ティア「あおば花と緑のサポーター」の活動を支援し、また、花

壇づくりの技術向上のため研修会を開催します。 

 また、活動拠点やボランティア参加者の増加を図ります。 

 

・ボランティア支援・育成事業（事業費：1,169） 

ア 活動拠点の植栽活動に対する花苗等の支援 

実施回数：年２回 

 

イ 育成・スキルアップのため研修会の開催 

実施回数：年２回 

 

 

 

 

 

 
 

２年度 1,169 千円 

元年度 1,149 千円 

差 引 20 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

４ あおば地産地消の推進 区政推進課 

 

地産地消を推進するため、区庁舎での定期的な直売等により、

区民の皆様が青葉区内の農に触れる機会を創出します。また、ポ

イントカードシステム等の実施により、地産地消の魅力を発信し

ます。（事業費：507） 

 

(1) 青葉区産の農産物の直売「あおばマルシェ」の開催 

・実施時期：通年 

・実施回数：12 回（月１回） 

・実施場所：区役所１階（区民ホール） 

 

 

(2) ポイントカード「あおばマルシェクラブ」の配布 

・実施時期：通年 

・配布部数：3,000 部 

 

 

(3) 地産地消サポート店等によるレシピ集「あおば野菜のレシ

ピ帖」の増刷 

・配布部数：5,000 部 

 

 

(4) 地産地消マップの更新及び印刷 

・配布部数：2,000 部 

 

 

 
 

２年度 500 千円 

元年度 507 千円 

差 引 ▲7 千円 

５ 青葉環境エコ事業 区政推進課 

 

脱温暖化・省エネ行動の普及・啓発のための取組を行います。 

 

(1) あおばエコ講座（事業費：1,010） 

ア  青葉エコ・スクール 

区内の小学生及び放課後キッズクラブ等を対象にした前

講座を実施します。 

    ・実施時期：通年 

    ・実施回数：５回程度 

 

イ  エコ・デイキャンプ 

    区内の小学生とその保護者を対象にしたエコイベントを 

実施します。 

    ・実施時期：７～８月 

     

 

 

 

 
 

２年度 1,195 千円 

元年度 1,310 千円 

差 引 ▲115 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

  ウ 区民向け講演会 

身近な自然環境への関心や温暖化対策に対する意識など 

   を、さらに幅広く普及・啓発するための講演会を実施しま 

す。 

 ・実施時期：10 月 

 

 

(2) 青葉ミツバチプロジェクト（事業費：185） 

大学と連携した「ミツバチプロジェクト」で、ミツバチを

きっかけに環境について学ぶ見学会を実施します。  

・実施時期：６月 

 

 

６ 清潔できれいな街事業＜拡充＞ 地域振興課 

 

清潔できれいな街づくりを推進するため、地域の自主的な美化活

動への支援と不法投棄防止に向けた取組を行います。 

 

(1) 街の美化推進事業（事業費：1,768） 

ア 「青葉まちの美化推進事業補助金」の交付 

実施時期：８月 

 

イ 地域で実施される清掃活動への物的支援 

 

ウ 青葉まちの美化推進功労者の表彰 

実施時期：11 月 

 

エ 区民参加型クリーンアップイベント 

「ハロウィンクリーンウォーク」の実施 

実施時期：10 月 

 

オ 放置自動車及び不法投棄防止対策会議 

実施回数：年６回 

 

 

 
 

２年度 1,768 千円 

元年度 1,696 千円 

差 引 72 千円 

７ ３Ｒ推進事業 地域振興課 

 

ヨコハマ３Ｒ夢プランの第３期目標の達成を目指し、食品ロス

の削減、プラスチック対策などを重点項目とした、ごみ削減の取

組を推進します。 

 

(1) ３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）の推進 

（事業費：1,212） 

ア ミニ・キエーロ講習会、モニター意見交換会 

実施回数：年３回 

 
 

２年度 1,212 千円 

元年度 1,352 千円 

差 引 ▲140 千円 
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令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費（案） 

青 葉 区 

  事業名及び事業内容（事業費：千円） 予算額（案） 

 

 

イ ３Ｒ夢なクッキング教室、３Ｒ夢な冷蔵庫整理術 

実施回数：年３回 

 

ウ 各種イベントや商業施設・商店街等と連携した啓発及び 

各種広報媒体を活用しての３Ｒ広報 

 

  エ 自治会・町内会等での説明会、小学校での出前教室 

 

オ 「あおば区民文庫ボックス」を活用した読書推進及び 

資源の有効活用の推進 
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令和２年 第１回 区づくり推進横浜市会議員会議 

 

別 添 資 料  

 

 

 

１ 令和２年度 青葉区予算原案について 【資料１】･･･････････････････ １ 

 
 
 

２ 主 要 事 業 
 

（1）あおば健康スタイルの推進 【資料２】････････････････････････････････ ２ 
 
 
 

（2）あおばこどもシステムの推進 【資料３】･･････････････････････････････ ４ 
 
 
 

（3）青葉区防災の街づくりの推進 【資料４】･･････････････････････････････  ５ 
 

 
 
 

 

           



民間の空きスペースを、マッチングサイトを介して区民が有効利用できるよう「スペースシェア」の
普及啓発に取り組むとともに、セミナーの開催など、シェアリングエコノミーを推進します。

オーラルフレイル予防の啓発強化、ウォーキングマップの充実等、身近なところで気軽に取り組
める『あおば健康スタイル』を展開し、「あおばに住んで、健康、長生き！」を推進します。

地域や関係団体等と連携し、子育てを支える仕組みづくりを進めます。転入者向けのまち歩きや
親育ち講座を開催するほか、子育て情報の提供を強化します。

高齢者のいる世帯への包括的支援連絡会を新たに開催するほか、青葉区版行動指針に基づ
き、地域包括ケアシステム構築に向けた取組を進めます。

ふれあいまつり・ふれあい農園を行うほか、自主製品販売促進の拡充、重度心身障害児者に関
する啓発に取り組みます。

区民・団体・企業との協働により、「青葉区民マラソン大会」を開催します。また、コミュニティライ
ブサイトを実施し、オリンピック･パラリンピック開催を盛り上げます。

児童虐待の未然防止に向けた相談が気軽に利用できるよう、見守り保育付きの相談を拡充しま
す。また、弁護士による法律相談を実施し、ＤＶ被害者が抱える法律的問題について、専門的知
見からの支援を行います。

400 千円

ご遺族に寄り添う手続き案内「おくやみハンドブック」を作成するほか、快適で居心地の良い区役
所を目指した区庁舎の環境改善、窓口の混雑対策、ＣＳ・ＥＳの向上等に取り組みます。

「青葉６大学連携学長会議」や「青葉６大学連携講座」の実施を通じ、大学と区とのさらなる連携
を促進します。

千円

耕作地域内の一部の通学路区間で行っている農作物への光害を考慮した電灯の実証実験区
間を拡大します。

区内の美味しい飲食店を「青葉ブランド」として認定していますが、青葉区の魅力を青葉ブランド
事業を通して区の内外に発信します。

居心地の良い区役所づくり 一部新規 12,811 千円 青葉６大学連携 継続

恩田町内の農道における電灯設置実証実験の拡大 新規
区局連携促進事業

で計上 青葉ブランド 継続

路面標示新設や電柱巻標識更新等のｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ対策のほか、交通安全の啓発を進めます。
芸術・文化の振興 継続

1,250

4,867 千円

地域における防犯活動の支援 継続 2,167 千円 青葉区民芸術祭やあおば美術公募展等の事業を通じ、芸術・文化に親しむ環境を醸成します。
また、特徴的な数々のアート資産などを活かした魅力発信を行うとともに、地域の歴史文化に触
れる講座や講演会などを実施します。

千円

電話を活用した災害時情報伝達システムの運用を行います。 防災・感染症情報や各種イベント情報などがスマートフォン・タブレット等で手軽に受け取れるよ
う、多様な情報発信を行います。また、行政情報等を区民によりわかりやすく広報するため、地域
メディアを活用した情報提供を行います。交通安全対策の推進 拡充 4,308 千円

区内で多発する特殊詐欺などの犯罪被害を防止するため、警察や関係機関等と連携した防犯
啓発、自主防犯活動支援の取組を充実します。

3,510 千円

体感型の防災啓発事業を新たに実施し、区民の自助・共助意識の向上を図るほか、避難所運営
機能の強化に向けた取組を進めます。また、定点診療拠点の整備、災害時のペット対策に引き
続き取り組みます。

これまでのフォトコンテストの作品を活用した区内の魅力スポット紹介冊子を新規作成します。ま
た、行政情報・地域情報をまとめた「ガイドマップ」を作成して転入者に情報発信します。

緊急時情報システムの運用 継続
統合事務事業費

で計上 スマートフォンアプリを活用した情報発信・メディアによる広報 継続 5,280

防災のまちづくり 一部新規 9,370 千円 広報・広聴事業 一部新規

20,486 千円

主な事業・内容 予算額 主な事業・内容 予算額

2 　安全で安心して暮らせるまち 4 　魅力を高め、発信するまち

防災や防犯等に関する取組を通じて、さまざまなリスクに備
え、安全で安心して暮らせるまちづくりを進めます。

予算額
文化・芸術、食など、青葉区のさまざまな特色をまちの魅力と
して定着・向上させ、区の内外に発信します。

予算額

29,817 千円

横浜北西線高架下における身近なスポーツの場の整備に向けた実施設計を行います。

区民活動の支援・コーディネート機能の強化 継続 3,509 千円

区民活動支援センターにおいて、活動のきっかけづくり、団体間の交流促進など、区民の自主
的な市民活動と生涯学習を総合的に支援するとともに、コーディネート機能の強化に向けた取組
を推進します。

スポーツの振興 一部新規 3,800 千円

障害者支援の推進 拡充 1,050 千円

花と緑の風土づくり（フラワーダイアログあおば） 継続 局事業で計上

花と緑に関する対話（ダイアログ）を通して、地域の賑わいづくりや多世代交流を図り、まちづくり
に関わるきっかけとなる事業を実施します。

身近なスポーツの場の整備 継続
区局連携促進事業

で計上

継続 558 千円
地産地消の推進 継続 500 千円

地域での活動の始め方の基礎を学ぶ連続セミナーを開催し、多彩な人材が新たなことにチャレ
ンジして、地域で活躍できるよう支援を行います。

「あおば地域包括ケアシステム」の推進 一部新規 2,030 千円

千円

新たに設置が予定されている地域活動拠点とも連携し、青少年の居場所づくりや社会参画を促
す体験活動を実施し、異世代との交流を推進します。 シェアリングエコノミーの推進 継続

青少年育成の推進（再掲） 一部新規 1,007 千円

新たに設置が予定されている地域活動拠点とも連携し、青少年の居場所づくりや社会参画を促
す体験活動を実施し、異世代との交流を推進します。

児童虐待・ＤＶ対策事業の推進 拡充 2,558 千円

郊外部における働く場の創出に向け、経済局と連携して地域との状況を踏まえたオフィスの立地
を誘導するモデル事業を実施します。

あおばエコ講座（小学生等向けのエコ・スクール、区民向け講演会等）、ミツバチプロジェクト（ミツ
バチを通じた環境への意識喚起）などにより、脱温暖化や自然環境への意識啓発を図ります。

ソーシャルパワーの発揮　～あなたの力の１％を あおばの未来に！～

障害児支援の推進 継続

関係機関や利用者の声を踏まえ「サポートファイル　かけはし」を改訂するほか、地域資源をまと
めた「きらきらマップ」を活用し、保護者と支援者、学校や関係機関等との連携を深めます。

横浜市と東急（株）との「次世代郊外まちづくりの推進」に関する協定に基づく取組と連携し、地
域で起業をしたい人等を対象に、段階や関心に応じた複数のセミナーや相談事業等を展開し、
地域における起業等を総合的に支援します。

区庁舎での直売ブース「あおばマルシェ」に加え、直売所マップの更新や地産地消サポート店の
ＰＲ等を通じ、地産地消の魅力を発信します。

青少年育成の推進 一部新規 1,007

441 千円

地域における起業等の支援 拡充 2,500 千円

250 千円

地域で活躍する人材の支援（あおばdeスタートセミナー）

郊外部における働く場の創出 新規
区局連携促進事業

で計上

青葉エコなまちづくり 継続 1,195 千円

1,768 千円子育てしやすいまちづくりの推進、発達段階に応じた育児支援ほか 一部新規 8,351 千円
区内中小企業のPRにつながるパネル展や女性起業家関連イベントを開催するほか、商店街活
性化イベントを支援します。 ハロウィンクリーンウォークを開催するほか、美化推進重点地区（あざみ野駅周辺）での啓発活動

を引き続き実施し、地域の自主的な美化清掃活動への支援を行います。

身近な地域での支えあいの仕組みづくりを進め、地域と協働して課題解決に取り組むための「第
４期地域福祉保健計画」を策定します。

令和元年度に実施した区民意識調査の結果等を踏まえ、GIS（地理情報システム）を活用したさ
らなる分析や各種事業を実施するための調査等を行います。また、コミュニティ・リビングについ
ては、引き続き、すすき野地区をモデルにして取組を進めます。

「あおばこどもシステム」の推進
商店街活性化・中小企業振興事業 拡充 945 千円

地域での美化活動推進 拡充

3,687 千円 特色を生かした区づくりの推進 一部新規 3,117 千円「あおば健康スタイル」の推進 拡充 5,162 千円 地域福祉保健推進事業 拡充

1 　誰もがいきいきと、健やかに暮らせるまち 3 　さまざまな人や活動がつながる、活力のあるまち 5 　自然と調和した、多世代が住みやすいまち

9,211 千円

主な事業・内容 予算額 主な事業・内容 予算額 主な事業・内容 予算額

あおば健康スタイルの推進、あおばこどもシステム及び地域包
括ケアシステム等の推進を通じて、誰もが自分らしく健やかに
暮らせるまちづくりを進めます。

予算額 さまざまな分野で多彩な人材・団体・活動がつながり、地域の
連携やネットワークが広がる、活力あるまちづくりを進めま
す。

予算額 青葉区の特色である自然環境と街並みの調和や、花・緑の豊か
さを生かしながら、少子・高齢化や人口減少など社会変動を踏
まえた、持続可能なまちづくりを進めます。

予算額

29,948 千円 15,950 千円

令和２年度 青葉区予算原案について 青葉区の魅力や活力を次の世代に確実に引き継ぎ、将来にわたって「住みつづけたい・住みたいまち」であり続けるために、
５つの柱に沿った取組を進め、「つながり」を育み「健やかさ」「安心感」「魅力」を高めて「多世代が住みやすい」まちづくりを推進します。

資料中、柱１～５の各項目に記載されている主な事業の予算額は、

令和２年度 個性ある区づくり推進費 自主企画事業費で

計上しているものです。

資料１
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あおば健康スタイルの推進 

 

１ 概要 

  青葉区では、区民の皆さまが「あおばに住んで、健康、長生き！」を実感できるよう、豊かな自然

や美しい街並みなどの青葉区の特徴を活かし、身近なところで気軽に実践できる健康づくりの取組『あ

おば健康スタイル』を展開します。主に、「運動」「食生活」「健康チェック」の３つの視点を中心とし、

健康増進の取組を推進します。 

 

２ 令和２年度の主な事業 

■ウォーキングマップの作成・活用 ＜拡充＞                   【運動】 

○ウォーキングマップのコース増設 ＜拡充＞ 

保健活動推進員と連携して作成しているウォーキングマップ「毎日歩こう！ウォーキング青葉」（17

コース）を改訂するとともに、新たに５コースのマップを作成 

○ウォーキングコースマップの活用 

区内のウォーキングコース（45 コース）の概要（位置・距離・歩数・高低差等）を一覧にした「青

葉ウォーキングコースマップ」をイベント等で配布 

 

■食育の推進                                 【食生活】 

○食生活等改善推進員との連携 

食生活等改善推進員と連携し、地域ケアプラザ等において、栄養バランスの取れた食事や適切な塩

分摂取量など、食に関する正しい知識を学ぶ講習会を実施。また、地域防災拠点等において、備蓄

や調理の工夫について学ぶ講話等を実施。 

○食育展等の実施 

区役所ロビー・健康フェスティバルにおいて、体験やパネル展示などを実施。 

 

■特定健診・がん検診の啓発                       【健康チェック】 

区民に特定健診・がん検診の受診を働きかけるため、関係機関・団体と連携し、様々な機会を活用

した啓発を進めます。 

また、インフルエンザ等で医療機関が混み合う前の早期受診を呼びかけるため、８～９月を「啓発

強化月間」と位置づけ受診勧奨を強化します。 

 

・横浜市国民健康保険加入者等へ特定健診受診を勧奨 

リーフレットを作成し、医師会、歯科医師会、薬剤師会と連携して、医療機関への通院時や区役所

での国保手続き時に勧奨 

・区民への啓発 

保健活動推進員、食生活等改善推進員、スポーツ推進委員等による地域行事等での啓発、区役所・

地域ケアプラザ等でのリーフレット配架 

・健康フェスティバルでの啓発 

 健康フェスティバルでクイズやアンケート等による啓発を実施 

 

裏面あり 
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■歯科口腔保健の推進、オーラルフレイル予防の普及 ＜拡充＞       【健康チェック】 

口の機能の衰えが全身の衰えにも大きく関わっていることから、オーラルフレイル予防について普

及啓発を図ります。 

また、引き続き歯科医師会と連携しながら、口腔ケアや歯周病予防の普及啓発を進めます。 

 

【区民向け】 

○オーラルフレイル予防講習会 ＜拡充＞ 

保健活動推進員、食生活等改善推進員、老人クラブ等を対象に、歯科医師や歯科 

衛生士による講習会を継続して実施。また、保健活動推進員や地域ケアプラザへ 

の貸出用の口腔機能測定器（写真）を購入し、地域での啓発活動を支援 

 

 

○口腔ケア・歯周病予防の普及啓発 

 区役所、地域ケアプラザ、地域防災拠点等において、オーラルフレイル予防、歯周病予防、災害時

の口腔ケア、乳幼児の歯の健康に関する講習会を実施 

 

【専門職向け】 

○オーラルフレイル予防の支援者育成 ＜新規＞ 

保健・福祉分野の専門多職種がオーラルフレイル予防についての知識を深め、地域での啓発活動を

支援できるよう、歯科医師会と連携し、区役所・地域ケアプラザ等の職員を対象とした、口腔機能

低下予防の研修を実施 

 

 

■「あおば健康スタイルブック」の活用                    【情報発信】 

青葉区の特徴を活かした健康づくりの取り組みを紹介した「あおば健康スタイルブック」（令和２

年３月発行予定）を活用し、区民に健康づくりの実践を呼びかけます。 

 

【あおば健康スタイルブックの概要】 

主な内容 生活習慣の見直し、生活習慣病の予防 

＜主な掲載事項＞ 

 ・気軽にできる健康づくり（運動、食生活、禁煙、口腔ケア、健康診断等） 

 ・相談窓口・制度等の紹介 

主な対象 40 歳以上の区民 

発行時期 令和２年３月 

発行部数 7,000 部（令和２年度に 6,000 部追加発行） 

活用方法 ・保健活動推進員、食生活等改善推進員等による地域行事、健康フェスティバル等

で活用 

（配架場所：区役所、地域ケアプラザ、地区センター、スポーツセンター等） 
 

 

口の周りや舌の動きを測定し 

口腔機能の状態がわかります。 
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あおばこどもシステムの推進 

 

１ あおばこどもシステムとは 

「妊娠期から乳幼児期への支援」「児童虐待防止への対策」「障害児への支援」「青

少年への支援」の４分野の事業を効果的に連動させ、総合的に支援していくこと

により、子育てしやすい地域づくりを進めるための連携の枠組みです。 

【目標】 

（１）妊娠期から青少年期まで、切れ目のない支援体制を構築します。 

（２）地域・専門機関・民間企業・区役所が協働で支援体制を構築します。 

（３）子どもの育成を総合的に推進することで、区民の地域づくりへの関心を高め、

参画を促進します。 

 

２ 取組の方向性 

  青葉区では、母子保健コーディネーターが母子健康手帳配布時に全ての妊婦の

方と面接を行うなど、妊娠期からのきめ細かい支援を行っているところですが、

転入者等も多く、窓口来所者のニーズは多様かつ複雑化しています。 

そのため、窓口来所者へさらに丁寧な情報提供を行うとともに、安心して気軽

に子育ての悩みなどが相談できるよう、窓口体制を充実します。また、親子同士

の交流や、地域に愛着を持って子育てができる環境づくりを進めます。 

  加えて、青葉区内に新たに設置が予定されている地域活動拠点とも連携し、青

少年の居場所づくりや社会参画を促す体験活動を実施します。 

 

３ 令和２年度の主な事業  

支援の柱 主な事業 

「妊娠期か

ら乳幼児期

への支援」 

○「地域子育て情報提供」：区窓口における子育て情報の提供強化 

（情報提供員配置 週２日→週５日） 

○「Welcome あおば子育てツアー」：保護者や子育て支援者が子育て世

代の視点で、まち歩きを計画する講座を新たに開催 

○「親育ち講座」：幼児期の発達に応じた親の関わり方を学ぶための

講座を新たに開催 

○「児童虐待防止対策事業」：育児不安等の相談が気軽に利用できる

見守り保育付き相談の強化（保育者配置 週１日→週３日） 

「児童虐待

防止への対

策」 

「障害児へ

の支援」 

○「サポートファイル かけはし」：関係機関や利用者の意見を踏ま

え改訂 

「青少年へ

の支援」 

○「異世代交流による青少年育成」：これまで取り組んできた「市ケ

尾ユースプロジェクト」の成果も生かし、異世代との交流を推進 
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青葉区防災の街づくりの推進 

 

令和２年度は、東日本大震災の発生から10年目を迎えるなか、地震に対する新たな取組を実施します。

また、昨年、横浜を直撃した台風 19 号の際は、青葉区でも 200 名を超える方が避難所へ避難をされたこ

とから、風水害の対策も強化します。 

 

１ 体感型防災啓発事業 

地震発生後の避難行動に対する意識や知識、日ごろの備え等の自助・共助の啓発を強化するため、体

感型の防災啓発を実施します。参加者が、仮想の災害現場で、周囲の 

方と協力して、火災時の正しい避難行動を実践したり、避難する際に 

身近にあるものを活用して、安全を確保しながら、制限時間内に災害 

現場からの脱出を目指すものです。巨大スクリーン等を活用し、臨場 

感ある状況の中、防災体験をしていただきます。 

 

開催時期：令和３年３月 

参加人数：200 名（各回 100 名、合計２回実施） 

 

２ 地域向け防災講座 

洪水浸水想定区域等を対象に居住地域の気象の特徴や災害への備え 

 を学んでいただき、自助意識の向上を図るため、令和元年度に引き続 

 き気象予報士及び青葉区役所による地域向け防災講座を実施します。 

 このほか、講座の内容について、地域の訓練等でもご説明します。 

  

開催時期：令和２年７月頃（２回） 

 開催場所：早渕川、鶴見川付近の小中学校等を予定 

 

３ 風水害の広報強化 

  「青葉区民防災必携」について、大雨の５段階警戒レベルを記載したものへ更新し、地域防災拠点の

訓練等で配布するほか、広報よこはま青葉区版において、出水期（梅雨から台風の時期）に合わせ、

自宅での備えなど新たに風水害対策の特集記事を掲載します。 

 

４ 避難所等運営機能強化 

地域防災拠点におけるペット受入のルール化支援や定点診療拠点における物品の整備などを引き

続き進めるとともに、地域防災拠点災害時要援護者受入訓練や福祉避難所の受入訓練などを通じ、災

害時要援護者の支援を進めます。 

 また、台風 15 号・19 号時の課題等を踏まえ、地震を含む大規模災害時に使用できる案内誘導（横

断幕、発光式掲示板等）や避難所運営に必要な物品を整備します。 

【地域向け防災講座の開催風景】 

【体感型防災啓発事業イメージ】 
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